
空飛ぶ悪魔
――機上から投下された手記――

酒井嘉七
青空文庫





　
　
　
　
　
１

「
ボ
ー
イ
ン
グ
単
座
機
の
失
踪
。

　
坂
譲
次
氏
は
愛
機
、
四
十
　
　
年
型
ボ
ー
イ
ン
グ
機
Ｊ
・
Ｂ
３
Ａ
５
を
駆
っ
て
、
昨
十
三
日
午
後
十
時
、
大

阪
国
際
飛
行
場
を
離
陸
し
た
ま
ま
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

　
同
機
は
最
高
速
力
毎
時
三
百
五
十
哩





、
航
続
時
間
二
十
五
時
間
の
優
秀
機
で
、
本
日
未
明
、
金
華
山
沖
を
東

に
向
っ
て
飛
行
す
る
同
機
を
認
め
た
と
の
報
あ
る
も
、
真
偽
不
明
…
…
」

　
明
日
の
新
聞
に
は
、
こ
う
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
午
後
九
時
二
十
分
。
北
緯
五
十
度
、
東

経
百
六
十
五
度
の
あ
た
り
を
、
大
圏
航
空
路
に
そ
っ
て
、
た
だ
一
路
、
東
に
向
っ
て
飛
ん
で
い
る
。
昨
夜
の
十

時
大
阪
国
際
飛
行
場
を
出
発
し
て
、
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
飛
行
を
継
続
し
て
い
る
の
だ
。
星
一
つ
見
え
な
い
暗
黒

の
闇
だ
。
が
、
無
気
味
な
ほ
ど
気
流
は
い
い
。
殆
ど
操
縦
棹
に
触
れ
る
必
要
も
な
い
ほ
ど
だ
。
航
続
時
間
は
あ

と
四
時
間
を
余
す
の
み
。
し
か
し
、
二
時
間
も
あ
れ
ば
、
こ
の
手
記
を
終
り
得
る
と
考
え
る
。
積
載
燃
料
の
総

て
が
、
消
費
し
つ
く
さ
れ
る
一
時
間
前
に
は
、
横
浜
に
向
け
て
航
行
中
の
北
太
平
洋
汽
船
会
社
〝
シ
ル
バ
ー
・

ス
タ
ー
号
〞
の
船
影
を
認
め
得
る
は
ず
だ
。

　
自
分
は
、
こ
の
手
記
を
通
信
筒
に
入
れ
、
同
船
の
甲
板
に
投
下
す
る
。
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２

　
自
分
は
沙
里
子
を
ど
れ
ほ
ど
愛
し
て
い
た
こ
と
か
、
彼
女
も
自
分
に
は
厚
意
を
持
っ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
事
に
は
些
の
疑
い
も
な
い
。
彼
女
は
自
分
に
唇
を
許
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
表
示
し
た
で

は
な
い
か
。
が
、
し
か
し
許
さ
れ
た
者
は
自
分
一
人
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
私
は
、
そ
う
し
た
事
を
知
る
と
同

時
に
、
競
争
者









で
あ
り
親
友
で
あ
る
、
清
川
に
手
紙
を
書
い
た
　
　
。

（
二
人
の
内
、
何
れ
か
が
、
彼
女
か
ら
手
を
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
三
人
で
面

会
し
た
い
…
…
）

　
彼
は
快
諾
し
た
。
三
人
は
会
っ
た
。
沙
里
子
は
二
人
き
り
で
逢
う
時
の
よ
う
な
快
活
さ
で
云
っ
た
。

「
私
は
お
二
人
と
も
同
じ
ほ
ど
好
き
よ
。
同
じ
よ
う
に
お
附
合
さ
せ
て
頂
く
わ
。
け
れ
ど
、
も
し
、
そ
れ
が
い

け
な
か
っ
た
ら
、
あ
な
た
方
、
お
二
人
で
勝
手
に
わ
た
し
の
対
手





を
お
き
め
な
さ
い
よ
…
…
ね
」

　
己



が
唇
を
許
し
た
二
人
の
男
を
前
に
、
こ
う
ま
で
も
厚
顔
で
あ
り
無
恥
で
あ
る
彼
女
の
態
度
は
、
蔑
ま
れ
る

べ
く
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
達
は
明
ら
か
に
盲





て
い
た
。

　
自
分
の
体
内
か
ら
、
騎
士
道
も
武
士
の
魂
も
抜
け
去
っ
て
い
た
。

「
い
か
な
る
手
段
を
講
じ
て
も
、
彼
女
は
自
分
の
も
の
だ
　
　
」
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私
は
、
こ
う
心
に
決
め
た
、
そ
の
瞬
間
、
あ
る
卑
劣
な
「
決
闘
」
の
方
法
が
頭
に
浮
ん
だ
の
だ
。

　
　
　
　
　
３

「
　
　
ど
う
し
た
方
法
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
ん
だ
」

　
彼
は
詰
問
す
る
よ
う
に
鋭
く
云
い
放
っ
た
。
私
は
彼
の
目
の
前
に
、
週
刊
雑
誌
〝

北

極









〞
を
置
い
た
。

「
こ
れ
を
利
用
す
る
ん
だ
」

　
私
は
こ
う
云
っ
て
最
後
の
頁





に
載
せ
ら
れ
た
社
告
を
彼
に
示
し
た
。

「
オ
ー
ナ
ー
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
参
加
を
希
望
す
。

　
本
誌
〝
北
極
〞
主
催
の
も
と
に
、
本
月
二
十
五
日
、
土
曜
日
、
午
後
十
時
よ
り
大
阪
　
　
東
京
間
を
指
定
区

域
と
せ
る
飛
行
機
に
よ
る
宝
探
し
を
挙
行
す
る
。
参
加
資
格
は
ア
マ
チ
ュ
ワ
ー
・
オ
ー
ナ
ー
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に

限
る
。
集
合
場
所
及
び
出
発
点
は
大
阪
国
際
飛
行
場
。

　
三
機
ま
で
の
共
同
参
加
を
許
し
、
相
互
間
の
無
線
電
話
に
よ
る
連
絡
も
妨
げ
な
い
」

「
参
加
機
の
離
陸
に
あ
た
っ
て
、
本
社
係
員
よ
り
厳
封
せ
る
封
筒
が
飛
行
士
に
手
渡
さ
れ
る
。
機
は
直
ち
に
出
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発
を
命
令
さ
れ
る
。
封
筒
に
は
一
篇
の
詩





、
ま
た
は
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
、
ま
た
は
和
歌
は
、
東

京
　
　
大
阪
間
の
一
、
市
町
村
附
属
の
飛
行
場
を
暗
示
さ
せ
る
。
飛
行
士
は
そ
れ
を
解
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所

に
向
っ
て
、
最
短
コ
ー
ス
を
飛
行
す
る
。
指
定
飛
行
場
で
は
平
常
使
用
せ
る
航
空
標
識
は
全
部
消
灯
し
、
た
だ
、

場
の
中
央
な
る
地
上
に
、
本
誌
名
〝
北
極
〞
を
意
味
す
る
英
字
（arctic

）
の
最
初
の
一
文
字
、
即
ち
『
Ａ
』

を
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
で
表
し
た
文
字
を
置
く
。
こ
れ
は
十
フ
ィ
ー
ト
平
方
の
大
き
さ
で
、
赤
く
点
灯
さ
れ
る
」

「
参
加
機
は
、
こ
の
文
字





発
見
と
同
時
に
、
水
平
飛
行
に
移
り
、
同
標
識
を
中
心
に
直
径
二
百
米
突






の
円
を
三

回
連
続
し
て
画
く
。
第
三
回
目
の
終
り
に
、
地
上
よ
り
第
二
の
目
的
地
を
意
味
す
る
詩
、
ま
た
は
和
歌
が
無
電





に
よ
っ
て
送
ら
れ
る
…
…
」

　
　
　
　
　
４

「
　
　
こ
れ
を
ど
う
す
る
の
だ
」

　
清
川
は
、
不
審
そ
う
に
、
私
を
見
た
。
私
は
静
か
に
、
煙
草
に
火
を
付
け
た
。

「
僕
た
ち
三
人
で
、
こ
れ
に
参
加
す
る
ん
だ
。
三
機
編
隊
で
飛
ぶ
。
沙
里
子
さ
ん
が
第
一
番
機
、
右
翼
と
左
翼

は
君
と
僕
だ
。
リ
ー
ダ
ー
は
沙
里
子
さ
ん
だ
。
僕
達
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
云
え
ば
、
主
催
者
に
は
失
礼
だ
が
、
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催
物
そ
れ
自
体
に
は
、
何
の
興
味
も
な
い
。
僕
達
の
三
機
は
無
電
で
連
絡
を
と
り
な
が
ら
飛
ぶ
。
暗
号
（
？
）

の
解
読
も
三
人
が
無
電
を
通
じ
て
行
う
。
記
載
さ
れ
た
飛
行
場
が
解
る
と
同
所
ま
で
飛
ぶ
。
こ
れ
は
、
ど
こ
に

あ
る
か
僕
達
の
誰
に
も
分
ら
な
い
。
し
か
し
、
市
町
村
に
附
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
夜
間
発
着
に

は
十
分
の
広
さ
が
あ
る
は
ず
だ
。
標
識
の
全
部
は
消
灯
さ
れ
て
い
る
が
、
場
の
中
央
を
示
す
『
Ａ
』
の
ネ
オ
ン

・
サ
イ
ン
が
あ
る
。
こ
れ
を
頼
り
に
降
り
る
の
だ
。
無
事
故
で
着
陸
し
た
方
が
勝
だ
。
第
一
飛
行
場
で
勝
負
が

つ
か
な
け
れ
ば
、
第
二
、
第
三
、
と
　
　
即
ち a

　r

　c

　t

　i

　c 

の
各
文
字
の
ネ
オ
ン
標
識
を
有
す
る
　
　

最
後
の
飛
行
場
ま
で
、
こ
の
『
決
闘
』
を
継
続
す
る
の
だ
」

「
承
知
し
た
」

　
彼
は
目
を
血
走
ら
せ
て
、
こ
う
云
っ
た
。
「
名
刺
」
は
交
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
５

　
三
機
は
編
隊
で
離
陸
し
た
。
一
番
機
は
沙
里
子
だ
。
ほ
ど
近
く
航
空
標
識
の
緑
白
紅
、
三
連
閃
光
が
、
正
し

い
十
秒
の
間
隔
を
置
い
て
、
星
ば
か
り
の
暗
い
夜
空
を
衝
き
さ
し
て
い
る
。
私
は
、
彼
女
の
唇
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
、
一
番
機
の
真
赤
な
尾
灯
を
、
じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
、
注
意
深
く
操
縦
棹
を
握
っ
て
い
た
。
左
翼
が
清

川
、
右
翼
が
自
分
だ
。
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「
沙
里
子
さ
ん
、
封
を
切
り
ま
し
た
か
」

　
私
は
無
電
の
送
話
器
に
口
を
あ
て
て
、
彼
女
に
話
し
か
け
た
。
彼
女
の
声
が
、
受
話
器







に
聞
え
た
。

「
ま
だ
で
す
の
。
も
少
し
昇
っ
て
か
ら
見
る
方
が
い
い
で
し
ょ
う
」

「
そ
う
で
す
ね
。
少
し
高
度
を
取
っ
て
お
く
方
が
、
ど
の
方
向
へ
飛
ぶ
に
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ね
、
清
川

君
　
　
」

「
そ
う
だ
」

　
彼
の
声
が
聞
え
た
。
三
機
は
編
隊
の
ま
ま
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
昇
っ
て
行
っ
た
。

「
封
を
切
り
ま
す
よ
」

　
沙
里
子
の
声
だ
。

「
…
…
お
や
短
歌
よ
。
と
て
も
日
本
趣
味
ね
、
万
葉
集
の
歌
ら
し
い
わ
。
読
み
ま
す
よ
。
お
二
人
と
も
聞
い
て

い
て
頂
戴
。
　
　
牽
牛
と
織
女
と
今
夜
逢
ふ
天
漢
内








に
波
立
つ
な
ゆ
め
…
…
」

「
天
漢
内
に
…
…
」

　
清
川
の
声
が
聞
え
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
漢
内





飛
行
場
で
す
ね
。
坂
君
、
そ
う
考
え
な
い
か
い
」

「
そ
う
だ
ろ
う
、
そ
う
に
違
い
な
い
。
あ
れ
は
伊
吹
山
の
山
麓
に
、
新
し
く
出
来
た
飛
行
場
だ
っ
た
な
」

　
私
は
、
送
話
器
を
通
じ
て
答
え
た
。
清
川
の
得
意
げ
な
声
が
聞
え
て
い
た
。

「
ね
え
、
沙
里
子
さ
ん
。
暗
号
だ
な
ん
て
、
ひ
ど
く
驚
か
せ
ま
し
た
が
こ
れ
で
は
暗
号
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
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沙
里
子
の
第
一
番
機
は
、
手
際
よ
く
、
急
旋
回
で
、
機
首
を
巡
ら
せ
た
。
発
動
機
の
調
子
は
い
い
。
深
い
睡

り
に
陥
っ
て
い
る
大
阪
の
街
が
雲
の
下
に
、
か
す
か
に
瞬
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
６

「
も
う
来
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

　
清
川
の
声
が
受
話
器
に
聞
え
た
。

「
う
ん
、
も
う
来
て
い
る
は
ず
だ
。
沙
里
子
さ
ん
、
少
し
高
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
か
」

「
え
え
」

　
彼
女
が
、
こ
う
答
え
た
瞬
間
、

「
見
え
る
よ
、
ネ
オ
ン
が
見
え
る
。
左
方
前
方
二
キ
ロ
…
…
」

　
清
川
の
声
だ
。

　
私
達
は
下
舵
を
取
っ
た
。
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
の
「
Ａ
」
が
鮮
明
の
度
を
増
し
て
来
た
。
飛
行
場
に
は
灯
火
は

な
い
　
　
私
は
、
自
分
で
は
、
こ
う
考
え
た
　
　
し
か
し
、
確
か
、
東
西
一
千
米
突
、
南
北
二
百
米
突
の
広
さ

が
あ
る
は
ず
だ
。
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
は
場
の
中
央
に
置
か
れ
て
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
文
字
に
接
近
し
た
前
後
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左
右
の
何
れ
か
に
百
米
突






以
内
の
滑
走
で
着
陸
す
れ
ば
、
何
の
事
故
も
起
り
得
な
い
訳
だ
。

「
清
川
君
」

　
私
は
、
送
話
器
に
口
を
あ
て
て
彼
に
呼
び
か
け
た
。

「
…
…
用
意
は
い
い
か
」

「
う
ん
、
先
に
行
く
ぞ
」

　
彼
は
自
信
に
満
ち
た
言
葉
を
私
の
受
話
器
に
残
し
た
ま
ま
、
急
角
度
で
下
降
し
て
行
っ
た
。

「
無
事
な
着
陸











を
…
…
」

　
沙
里
子
の
声
が
、
小
さ
く
、
受
話
器
に
聞
え
た
。
私
達
は
上
空
を
旋
回
し
な
が
ら
、
彼
の
尾
灯
を
見
守
っ
て

い
た
。
と
、
地
上
附
近
で
、
突
如
、
闇
に
消
え
た
。
不
気
味
な
予
感
が
私
の
背
を
走
っ
た
。
私
は
闇
黒
の
地
上

を
凝
視
し
続
け
た
。
が
、
無
事
着
陸
を
意
味
す
る
何
の
信
号
も
送
ら
れ
て
来
な
い
。
…
…
二
分
…
…
三
分
…
…

と
、
今
ま
で
真
紅





の
光
芒
を
放
っ
て
い
た
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
の
附
近
に
大
き
な
火
柱
が
立
っ
た
。

「
あ
っ
！
」

　
私
と
沙
里
子
は
殆
ん
ど
、
同
時
に
叫
ん
だ
。

「
一
体
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
」

「
何
か
変
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
見
て
来
ま
し
ょ
う
」

　
自
分
は
注
意
深
く
、
旋
回
し
な
が
ら
、
機
を
下
げ
た
。
高
度
計
は
二
百
米
突
、
百
五
十
米
突
、
と
下
っ
て
行

っ
た
。
と
、
下
は
水
だ
。
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海
、
で
は
な
い
。

　
す
れ
ば
湖
水
！

　
琵
琶
湖
だ
‼

　
地
面
と
ば
か
し
思
っ
て
い
た
下
界
は
疑
も
な
く
琵
琶
湖
の
真
中
だ
。

「
沙
里
子
さ
ん
。
下
は
水
だ
」

　
こ
う
叫
ぶ
と
、
私
は
、
ぐ
い
、
と
上
げ
舵
を
取
っ
た
。

「
で
は
、
清
川
さ
ん
は
…
…
」

　
彼
女
の
声
が
受
話
器
を
通
じ
て
聞
え
る
。
私
は
上
を
見
た
。
と
、
突
然
、
彼
女
の
機
首
が
真
下
を
向
い
た
。

「
あ
っ
、
危
い
」

　
私
が
思
わ
ず
、
こ
う
叫
ん
だ
瞬
間
、
彼
女
の
低
い
声
が
受
話
器
に
響
い
た
　
　
。

「
清
川
さ
ん
…
…
」

　
彼
女
の
機
体
は
矢
の
よ
う
に
落
下
し
て
行
っ
た
。

「
沙
里
子
さ
ん
、
沙
里
子
さ
ん
」

　
自
分
は
送
話
器







に
口
を
あ
て
て
、
こ
う
叫
び
続
け
た
。
湖
水
の
水
面
と
す
れ
す
れ
に
幾
度
か
飛
び
廻
っ
た
。

し
か
し
、
ど
こ
に
も
彼
女
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。
親
友
、
清
川
の
み
か
、
愛
す
る
彼
女
ま
で
も
呑
み
こ
ん
だ

漆
黒
の
湖
水
面
は
、
物
凄
い
ま
で
に
静
寂
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
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７

　
ゆ
う
べ
の
よ
う
に
今
夜
も
星
が
美
し
い
。
海
面
か
ら
五
十
米
突
の
低
空
を
、
私
は
東
へ
東
へ
と
飛
び
続
け
て

い
る
。
私
の
愛
機
は
、
あ
と
数
時
間
で
、
主
人
も
ろ
と
も
、
波
荒
い
太
平
洋
の
藻
屑
と
な
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
、

い
と
も
調
子
よ
く
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
沙
里
子
は
自
分
達
二
人
を
同
じ
程
度
に
愛
し
て
い
る
、
と
私
は
思
い
つ
め
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
心
の

底
に
刻
み
付
け
ら
れ
て
い
た
者
は
、
清
川
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
。
私
は
潔
く
二
人
か
ら
手
を
引
く
べ
き
で
あ
っ

た
。

　
自
分
達
に
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
彼
女
に
も
一
半
の
責



は
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
、
私
は
彼
女
の
そ

う
し
た
心
持
ち
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
の
自
負
心
は
、
私
に
こ
う
考
え
さ
せ
て

い
た
。

　
　
　
彼
女
は
自
分
で
も
云
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
と
自
分
と
を
同
じ
程
度
に
愛
し
て
い
る
の
だ
。

　
と
、
私
は
自
分
に
、
こ
う
云
っ
た
。

　
　
　
よ
し
、
で
は
、
自
分
が
彼
女
の
心
を
決
し
て
や
る
。
清
川
を
地
上
か
ら
抹
殺
す
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
。
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そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
完
全
に
自
分
の
も
の
に
な
る
の
だ
。

　
私
は
非
常
に
周
到
な
用
意
を
も
っ
て
、
こ
の
計
画
を
遂
行
し
た
。
自
分
な
が
ら
、
賞
讃
に
値
す
る
ほ
ど
手
際

よ
く
、
総
て
が
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
清
川
を
失
っ
た
沙
里
子
は
、
こ
の
世
に
希
望
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
彼
一
人
を
殺
害
す
べ

く
計
っ
た
こ
の
計
画
は
、
愛
す
る
彼
女
を
も
湖
水
の
底
に
沈
め
た
の
で
あ
る
。
　
　
私
は
、
こ
の
手
記
を
完
全

に
す
る
目
的
を
以
て
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
殺
人
が
行
わ
れ
た
か
を
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
話
を
も
と
へ
戻
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
８

　
三
機
は
並
ん
で
出
発
命
令
を
待
っ
て
い
た
。
主
催
者
〝
北
極
〞
の
係
り
の
人
が
私
に
近
づ
い
た
。

「
じ
ゃ
、
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
」

　
そ
う
云
っ
て
、
私
に
第
一
通
過
飛
行
場
を
示
す
封
筒
を
手
渡
し
た
。

「
有
難
う
。
き
っ
と
、
一
等
賞
を
頂
き
ま
す
よ
」

　
私
は
封
筒
を
一
番
機
の
沙
里
子
に
渡
し
た
。
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「
沙
里
子
さ
ん
、
ま
だ
封
を
切
っ
て
は
反
則
に
な
り
ま
す
よ
。
機
体
が
地
上
を
離
れ
て
か
ら
で
な
い
と
駄
目
で

す
」

　
私
は
彼
女
に
、
こ
う
注
意
し
た
。

　
用
意
は
出
来
た
。
発
動
機
は
活
動
を
開
始
し
た
。
自
分
達
の
三
機
は
翼
を
並
べ
て
離
陸
し
た
。
自
分
の
ポ
ケ

ッ
ト
に
は
雑
誌
社
の
係
員
か
ら
手
渡
さ
れ
た
封
筒
が
残
さ
れ
て
い
る
。
沙
里
子
に
渡
し
た
も
の
は
、
自
分
が
前

以
て
用
意
し
て
お
い
た
偽
造
の
も
の
だ
。
そ
の
内
容
は
漢
内
飛
行
場
を
意
味
す
る
。
「
Ａ
」
の
文
字
を
表
し
た

ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
も
自
分
の
手
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。
が
、
場
所
は
飛
行
場
の
中
央
で
は
な
い
。
湖﹅
水﹅

の
中
央
だ
。

　
ネ
オ
ン
は
モ
ー
タ
ー
・
ボ
ー
ト
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
偽
り
の
標
識
で
あ
る
。
そ
れ
を
目
あ
て
に
着
陸
す
る

（
？
）
飛
行
機
は
、
搭
乗
者
と
共
に
、
千
古
の
謎
を
秘
め
た
湖
の
底
深
く
葬
ら
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
殺
人
の

総
て
の
証
拠
を
湮
滅






す
る
た
め
に
、
ネ
オ
ン
・
サ
イ
ン
を
載
せ
た
ボ
ー
ト
に
は
、
電
気
時
計
と
爆
薬
が
装
置
し

て
あ
る
。
そ
れ
は
無
人
の
船
内
で
、
不
気
味
な
時
を
刻
ん
で
い
る
は
ず
だ
。

　
彼
の
「
水
葬
」
が
終
っ
た
五
分
ま
た
は
十
分
の
後
に
、
彼
を
湖
底
に
導
い
た
悪
魔
の
標
識
も
、
船
と
も
ろ
と

も
に
湖
水
の
底
に
没
す
る
の
で
あ
る
。
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９

　
こ
の
手
記
も
こ
れ
で
終
り
だ
。
も
う
何
も
附
記
す
る
事
は
な
い
。
あ
と
三
十
分
東
へ
飛
ん
で
、
そ
し
て
、
太

平
洋
の
波
間
に
機
首
を
突
っ
込
む
の
だ
。

　
清
川
君
、
沙
里
ち
ゃ
ん
。
も
う
す
ぐ
君
達
に
あ
え
る
ん
だ
。
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